
川崎障害者就業・生活支援センター／中部就労援助センター 

令和 2年度事業報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

(1)相談・支援の実施 

①障害者及びご家庭等からの相談に応じ、その就業及びこれに伴う日常生活上の課題や悩みについて、必

要な指導及び助言その他の援助を行った。また、地域の様々な相談支援機関とも連携を図るなど、必要に

応じてチーム支援も視野に入れた支援を行った。 

・障害者に対する相談・支援 

支援対象障害者数 1067名 

相談支援件数   9197件 

・事業主に対する助言 

支援対象事業所数 325事業所 

職場訪問件数   660件 

・就労件数          73件 

・職場実習件数     52件 

 

○主な相談支援内容 

・精神発達障害者の相談件数が引き続き増加しており、精神障害者の就労件数も過去最高となった。 

・生活面でのサポートが必要なケースが引き続き増加している。また、ひきこもりなど就労に遠い層へのアプ

ローチにおいては、幅広い機関や社会資源との連携が求められた。 

・地域の関係機関と情報交換や連絡を密に行いながら、多様化するケースに迅速に対応していける体制

づくりを目指した。 

・年間を通して就労移行支援事業所の紹介ビデオをセンター説明会にて流し、就労から遠いと言われる

層への働きかけを強化した。 

 

②職場体験実習を積極的に活用。３日以上の実習は年間 52 件を実施。その他の２日以内の就労意欲

向上などを目的とした実習も併せると年間 84件を実施した。 

・就労困難者層（就労経験無し、もしくは乏しい人、離職後のブランク期間が１年以上経過する人な

ど）へ実習参加を積極的に呼び掛け、参加に繋げた。 

③企業 OB職員の経験を活用し、定期訪問対応によって企業に対する支援を実施した。 

④障害者雇用部会企業分会に参加し、定期的に職場定着に関する意見交換や情報交換を行なった。 

⑤障害者雇用についての企業向けセミナーに登壇し、雇用に関する課題や知的、精神・発達障害者の特性

や関わり方をテーマとした講演を行った。 

・NPO ワーカーズコレクティブ協会主催 「福祉クラブ生協心得講座」 

【障がい者の就労支援について】(10月 27日) 

・川崎市雇用促進ネットワーク会議 「中小企業同友会ダイバーシティ委員会」 

【援助センターの説明】【就労までのステップ】(11月 13日) 

 

 

 



(2)職場定着促進のための在職者の交流活動の実施 

在職中の障害者を対象に、就労生活を送る上で必要な事や、職場の悩み等を話し合う機会を定期的

に提供し、不適応課題の早期把握・改善を図り職場定着の促進を図った。 

・第1回勉強会「良いこと日記をつけてみよう」 

・第2回勉強会「ヘルシー料理を美味しく調理しよう」 

※全就労者対象にYouTube配信にて実施 

 

(3)就業支援担当者の研修等 

①障害者職業総合センターにおける就業支援担当者研修に出席し、就労支援のノウハウを体系的に学ぶ

と同時に、他センターとの交流・情報交換を行った。  

・8月11日～8月13日、就業支援担当者研修を受講 

②障害者就業・生活支援センターブロック別経験交流会議に出席した。 

・12月4日南関東ブロック経験交流会議配信にて動画視聴 

 

(4)関係機関との連絡会議の開催 

労働局、ハローワーク、職業センター、教育機関、福祉機関、医療機関、川崎市、精神・発達等の関係

機関との連絡会議を実施し、各機関との連携を図った。(令和3年1月19日（火）14:30～ オンライン併

用での実施、19機関23名参加) 

 

(5)中小企業における障害者支援担当者に対する支援の実施 

川崎市障害者雇用促進ネットワーク会議（主催：企業応援センターかわさき） 

・第 1回 「ともに働く～当事者との対話～」 参加者 14名 10月 16日 

・第 2回 「やさしい雇用へのアプローチ～川崎市短時間雇用プロジェクトの活用～」 参加者 41名 

11月 13日 

・第 3回 「障害のある社員の活躍を生み出す職場はこうつくる～キラパタ体験セミナー～」  

参加者 27名 12月 4日 

 

(6)ピアサポート活動の実施 

就労の「力」セミナー「当事者体験談」(知的、精神・発達障害対象）参加者 12名 、オンライン実施 

2月 5日  

 

(7）生活困窮者等のうち障害が窺われる者への支援 

①高津区役所出張相談(毎月 1回、計 10回) 

②神奈川県、かながわ生活困窮者自立支援ネットワーク共催ネットワーク会議への参加(計 4回) 

③第 1回困窮と障害のネットワーク会議開催 

・川崎障害者就業・生活支援センターの説明、事例紹介とグループワークをオンラインと対面併用で実施。

15機関 28名参加 

 

 



(8)就労支援ノウハウを地域の就労支援機関等と共有することを目指し、就労支援機関のネットワーク会議、

就労支援者向け勉強会などを行った。 

(ネットワーク会議 3回、川崎全地区会議 1回、就労移行支援者勉強会 1回) 

 

(9)講師派遣 

・「特別支援学校就労セミナー」 センターの説明、学校・家庭でできることについて 

 (川崎市主催、8月 6日) 

・川崎市立橘中学校 2年生 「福祉の学習」において障害者の就労支援について説明(9月 28日) 

・「令和 2年度障害者職業生活相談員資格認定講習」において、人間関係管理と生活指導について講

義（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構神奈川支部主催、計 5回） 

・神奈川労働局主催 

「令和 2年度神奈川県障がい者就労支援力向上研修会」 

(神奈川県雇用促進センター主催、11月 11日) 

・ 「スキルアップセミナー」 【野中式事例検討】(川崎市主催、12月 16日) 

 

 

 


